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岡谷市議会社会委員会 行政視察報告書 

 

【総体事項】 

１ 視察日程；平成２１年１０月６日（火）～９日（金） 

 

２ 調査事項（視察先） 

 （１）ごみの有料化について（不法投棄対策を含む。）（岩手県北上市） 

 

 （２）広域ごみ処理施設建設計画について     （  〃   ） 

 

 （３）十和田市立中央病院の新病院建設について  （青森県十和田市） 

 

 （４）朝ごはん条例について（朝ごはん運動推進本部の運営を含む。） 

（青森県鶴田町） 

 （５）りんごまるかじり条例について（バーチャルりんご博物館を含む。） 

（青森県板柳町） 

 

 

３ 視察参加委員 

  委員長   武 井 富美男 

  副委員長  武 居 光 宏 

  委  員  横 内   正 

  委  員  花 岡 健一郎 

  委  員  横 内 東洋雄 
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１ 調査事項 

  ごみの有料化について（不法投棄対策を含む。）（岩手県北上市） 

  人口；９３,２１５人  面積；４３７．５５ｋ㎡ 

 （視察事項） 

  北上市は、平成２０年１２月１日からごみの有料化を行っているが、有料

化までの経緯、目的、実施内容、実施後の状況、不法投棄の状況等について

視察を行った。 

 

２ 視察日時  平成２１年１０月６日（火）午後１時～３時１０分 

 

３ 参加者所感 

 ○ 北上市は、ごみの有料化については、平成１６年度から具体的に取り組

んでおり、循環型社会の構築に向け、全市民挙げて取り組んでいることに敬

意を表するものである。 

 ○ 北上市のごみの有料化は、岡谷市より１年半ほど先に実施されている。

きめ細かな取り組みが参考になった。 

 ○ 手数料は、１０ℓ袋が１５円、２０ℓが３１円、３０ℓが４７円、４０ℓが

６３円であり、岡谷市とほぼ同額である。今年８月までの前年同月比較で、

家庭系ごみ全体で、－１５％と大幅な減量となっており、有料化が一定のご

み減量になることは確かであると感じた。 

 ○ ごみ有料化による不法投棄はないということであり、安心できた。 

 ○ ごみ有料化後のリバウンドは、この手数料ならばないということであり、

岡谷市もほぼ同額であり、期待できる。 

 ○ 有料化に先立ち、駆け込み排出があるので、岡谷市も２２年２月、３月

は気をつけられたいということであり、参考になった。 

 ○ 不法投棄対策、不適正排出（分別等がされていない。）対策として、必要

な個所には監視カメラを設置して対応しているということであり、参考にな

った。 

 ○ 手数料収入の増により、新たな減量化が期待できるということであり、

岡谷市も期待されるところである。 

 ○ 分別回収について、そのルールを記載したパンフレットやごみカレンダ

ーの全戸配布などきめ細かな排出指導や不法投棄パトロールの強化など継

続的な施策は、欠かせないと感じた。 

 ○ おむつの回収は、全額無料とのことであり、岡谷市の場合、月５枚の無

料袋の配布となるが、このことを含め、福祉的な無料配布については、実施

後の検証が必要と思われる。 
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１ 調査事項 

  広域ごみ処理施設建設計画について（岩手県北上市） 

  人口；９３,２１５人  面積；４３７．５５ｋ㎡ 

 （視察事項） 

  平成２６年度供用開始を目指す岩手中部広域行政組合（花巻市・北上市・

遠野市・西和賀町）の一般廃棄物処理施設基本計画の概要について視察を行

った。 

 

２ 視察日時  平成２１年１０月６日（火）午後１時～３時１０分 

 

３ 参加者所感 

 ○ 岩手中部広域行政組合では、稼働から２０年以上を経過し、更新時期を

迎えている圏域内のごみ焼却施設３施設を１ヶ所に集約して、広域のごみ処

理施設を整備する計画になっている。広域ごみ処理施設の整備に当たっては、

ごみの減量化・資源化を図るとともに、従来のごみ処理（焼却・埋立）から

ごみ発電による熱エネルギーの回収・焼却灰の資源化へ転換し、循環型社会

の構築を目指して、作業が着々と進められており、敬意を表するものである。 

 ○ 焼却場の施設規模は、処理能力２１３ｔ／日、計画処理量約５７,１２０

ｔ／年である。また、処理方式は、「ストーカ＋灰溶融方式」、「ストーカ＋セ

メント資源化方式」、「ガス化溶融（シャフト炉式）」、「ガス化溶融（琉動床式）」

のいずれかの方式、建設費は、１１３億円～１６１億円程度、維持管理費は、

年間５～９億円程度の計画となっているが、処理方式がまだ決まっておらず、

選定理由等聞きたかったが残念であった。 

 ○ 焼却場の設置場所は、北上市の後藤工業団地の拡張地（田んぼ）であり、

北上市商工部と一緒に事業化を進めている。現在、用地の価格で地権者と詰

めを行っているとのことである。北上市は、全国でも有名な企業誘致に力を

入れている市であり、平地で土地も広大であり、取得しやすさもあり、羨ま

しくもある。 

 ○ ごみ焼却施設等の整備・運営に当たっては、ＰＦＩ（ＤＢＯ）方式を用

いて、民間業者の創意工夫を積極的に取り入れるという。ＰＦＩ方式につい

ては、全国的に採用されている種々の施設があるが、企業の資金繰り、永続

性の担保等疑問視されている部分も多く、岡谷市・諏訪市・下諏訪町の廃棄

物循環型社会基盤施設整備事業計画にも施設管理について、ＰＦＩ方式「包

括管理委託（長期責任委託）」の検討が記されており、慎重を要すると思う。 

 



4 

 

１ 調査事項 

  十和田市立中央病院の新病院建設について（青森県十和田市） 

  人口；６６,４５１人  面積；７２５．６７ｋ㎡ 

 （視察事項） 

  平成２１年６月オープンした十和田市立中央病院（病床数３７９床、医師

数３７人）の新病院の建設内容について視察を行った。 

 

２ 視察日時  平成２１年１０月７日（水） 午後２時～４時１５分 

 

３ 参加者所感 

 ○ 十和田市立中央病院は、建物の老朽化と医療の進歩に対応するため、平成１７年に

新病院建設に着工し、平成１９年１２月末に外来及び病棟が入る本館が完成し、平成

２０年５月に診療を開始している。東・北棟の解体、西棟の改修、駐車場及び外構工

事を経て、平成２１年６月にグランドオープンした。建物・施設・設備はすばらしく、

本館は、鉄筋コンクリート造、地下１階、地上６階、免震構造、高さ３０．５mで、ロ

ビーは、写真、絵画が飾られている。新病院建設事業費は、１６２．３億円（うち、

建設工事費１３１．８億円、医療機器等整備費２３億円）であり、デラックス病院で

ある。 

 ○ 青森県の２次医療圏の一つである「上十三医療圏」の中核的病院であり、約１０万

人の医療人口を抱えている。がん医療、緩和医療等に積極的に取り組み、日本に１０台

しかないといわれている放射線治療装置（トモセラピー）（１台５億円位か）を導入し

ている。また、電子カルテ、オーダリングも新規に導入したという。院長の蘆野吉和氏

は、この十和田市立中央病院がなくなれば、地域医療は崩壊すると自負しており、新病

院建設を成し遂げた気概が感じられた。 

 ○ しかし、デラックス病院とは裏腹に、病院の経営は大きな赤字で、平成１７年度、

医師の引き上げ等により、大幅な減収となり、純損失９４６百万円、不良債務６０９百

万円の発生、平成２０年度では、純損失１,３５７百万円、不良債務７１８百万円とな

っている。市は、医師確保のめどが立たない中、公立病院改革プランの策定により公立

病院特例債（約１,３８３百万円）を活用し、平成１９年度までの不良債務を解消した。

岡谷市病院事業の累積赤字約６１５百万円は、かわいい数字だと言っていたのが印象に

残っている。 

○ 蘆野院長は、「医師は医局離れしている。働き易い病院に医師は集まる。特徴のある

病院づくりをすることが大事」と言っており参考になった。「公立病院の黒字化は、診

療報酬を改定してもらわないと無理。その間、いかに耐えるか、いかに人を育てていく

か、３～４年後に人が集まるようにお金をかけてもよい。多少赤字でもよい、地域医療

が出来ていればよい。」と言い、印象的であった。 
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１ 調査事項 

  朝ごはん条例について（朝ごはん運動推進本部の運営を含む。） 

（青森県鶴田町） 

  人口；１４，６９１人  面積；４６．３８ｋ㎡ 

 （視察事項） 

  平成１６年４月に施行された「鶴田町朝ごはん条例」の制定の経緯、成果

等について視察を行った。 

 

２ 視察日時  平成２１年１０月８日（木） 午後１時３０分～３時１０分 

 

３ 参加者所感 

 ○ 鶴田町は、津軽平野のほぼ中央に位置し、米とりんごを中心とする農業

の町である。副町長は、「鶴田町は農業で食べていかなくてはならない町で

ある。」と言い、米という地域の特産品を活かした健康づくりを行うととも

に米作の奨励という産業振興や米文化の継承を行っており、米を活かした総

合的なまちづくりに深く感銘した。 

 ○ 条例制定のきっかけは、平成１２年の国勢調査で、平均寿命が全国ワー

スト１０に入っており、これを何とかせねばならないということになり、塩

分の過剰摂取を防ぐため、「鶴の里健康長寿の町宣言」を行い、野菜を増や

し塩分を減らすこととした。平成１３年度に子どもの食生活状況調査を行っ

た。１１．３％の子どもが朝ごはんを食べていなかった。朝ご飯を食べない

で登校する児童生徒が増えてきており、運動会等学校行事で倒れる子どもが

続出しており、町長の意向により３年かけて条例化をしたとのことである。

健康づくりに必要性を強く認識した町の姿勢に深く感銘した。 

 ○ 当初、行政がなぜ個人的な朝ごはんの問題に介入するのかと町民に言わ

れたようであるが、健康づくりもやはり行政の責務として、一定の介入がな

ければなし得ないのかということを再認識した。 

 ○ ごはんを中心にした食生活の改善、米文化の継承など６本を柱に取り組

んでいる。また、朝ごはん運動推進本部を設けるなど町ぐるみの運動を展開

している。ガイドライン項目別に実施計画を策定、実績評価も義務付けてい

る。この結果、１９年度の各種健康診査の受診率では青森県下トップクラス

になっているなど、成果が上がっていると感じた。 

 ○ 学校給食も米飯を週５日実施しており、徹底しているという感じがした。 

 ○ 行政視察には、町役場の多くの課等の職員が出席していただいており、

全庁挙げての取り組みという印象を持った。 
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１ 調査事項 

  りんごまるかじり条例について（バーチャルりんご博物館を含む。） 

（青森県板柳町） 

  人口；１５,７０２人  面積；４１．８ｋ㎡ 

 （視察事項） 

  平成１４年１２月に制定された「りんごの生産における安全性の確保と生

産者情報の管理によるりんごの普及促進を図る条例」及びその関連施設「ふる

さとセンター」の視察を行った。 

 

２ 視察日時  平成２１年１０月９日（金）午前９時～１１時 

 

３ 参加者所感 

 ○ 津軽平野のほぼ中央に位置する板柳町は、総面積（４１．８k㎡）の３分の１占

める樹園地（１，２１２ｈａ，全国市町村６位）から生産される「りんご」は、年

２８，０００ｔを上回り（全国市町村６位）、全国生産量の５割を確保する「りん

ご王国青森」において、反収ランキング１位を誇る「りんごの町」である。りんご

は米作と異なり、年収も多く豊かな町という感じがした。 

 ○ 通称「りんごまるかじり条例」は、りんご関連産業の振興を主目的としており、

２次的に健康食品であるりんごによる健康づくりを貢献させるものとしている。こ

の点、健康づくりに主眼を置き、産業振興を２次的に捉えている鶴田町の「朝ごは

ん条例」とは、主目的を異にしているものである。 

 ○ 平成１４年８月、全国を揺るがした無登録農薬問題で、青森県のりんご産地に甚

大な被害を与え、りんごが売れなくなり、当町でもりんご農家は大きな打撃を受け

たという。これをきっかけに、安心してまるかじりのできるりんご作りを目指して

「りんごまるかじり条例」制定したという。現在、「日本一のりんごの里づくり」

を目標に掲げ、消費者が安心してりんごを食べられるように、生産者、ＪＡ、町、

関係団体が一体となって安心・安全なりんご生産に取り組んでおり、町を挙げての

取り組みという印象を持った。 

 ○ 条例の実証事業として、ＩＴ技術を駆使した全国初の「りんごトレーサビリティ

システム（ｔｒａｃｅａｂｉｌｉｔｙ－ｓｙｓｔｅｍ）」を導入し、生産段階で使

用した薬剤散布データなどを記帳させ、消費者に生産情報を公開することで、安心

して安全なりんごをまるかじりできるような板柳のりんごのブランド化を高めて

おり、熱意に感銘した。 

 ○ りんごを主体とした町経済の活性化の拠点施設として、昭和６１年に建設された

「ふるさとセンター」を視察したが、広大な敷地に世界２５０種の品種見本園、り

んご資料館、りんご加工場などが配置され、りんごで生きる意気込みが感じられた。 


